Place Making is learning : International education through landscape design & Build by 霜田, 亮祐 & SHIMODA, Ryosuke
　今期も園芸学研究科の関わる国際交流・教育が盛
んに行われ，国際的に高い評価を得た活動もあった．
その一部を紹介する．
CCDC　2018
　CCDC （Cross Cultural Design Collaboration）は環境
造園プロジェクト演習-C（英語プロブラム，担当：
木下勇教授，霜田亮祐准教授）の一環で行われる夏
季の短期集中型スタジオで平成30年８月23日～29日
にかけて行われた（図１）★）．スイス・ベルン応用
科学大学，アメリカ・ワシントン大学，ドイツ・ラ
イプニッツ大学，中国・清華大学，湖南大学，四川
大学，タイ・カセサート大学，マヒドン大学など千
葉大学との協定校から計約20名，千葉大学からも留
学生，日本人学生が約15名が参加して，計約35名の
参加となった．内容は松戸市内の岩瀬地区の地区セ
ンター，台地の私有地斜面林，の２カ所においてデ
ザイン＆ビルドするものであった．地区センターで
は倉庫前の空間を活用しイベントなどに使えるデッ
キスペースと小さいが昨年度創ったレインガーデン
を拡張した．また，地域を巡るための案内板も作成
した．斜面林では，これまで管理の行き届かなかっ
た私有林内の樹木の間伐や清掃を行い，地域に開か
れたコミュニティガーデンとしての場を創出した．
いずれの場所においても参加者は地域の課題を学
び，そこでの課題に応える場のデザインを考え，実
際に創ってみることに挑戦した．このプロセスの中
で自治会関係者との交流も盛んに行われた．国際交
流と地域交流がものづくりの営為を介して学びの場
になった．
The 1st BFU International Garden-making Festival, 2018
　大学院園芸学研究科および園芸学部緑地環境学科
の学生計８名（指導教員：霜田亮祐准教授，特別指
導教員：章俊華教授）が「The １st BFU International 
Garden-making Festival, 2018」（平成30年９月19日～９
月23日中国・北京林業大学）★★）において，最優秀賞
（予選作品353作品の中の選抜15作品に選出，選抜
15作品中の第１位）を受賞した．受賞作品〈Look 
up the moon〉は，フェスティバルが中秋の名月の時
期に開催されることを踏まえ，「竹取物語」に見て
とれるような竹と月の関係に着目し，竹の中から月
を見るというコンセプトをもとに作成された．中国
と日本を中秋の名月というテーマで結んだ点，日本
の庭園技法による作成など日本らしい表現が評価さ
れた（図２）．
　同作品は「自然，地球，宇宙」というテーマで戸
定ヶ丘を中心に，松戸駅周辺の文化施設や名所を会
場として展覧会やカンファレンス，ワークショップ
が行われた松戸市主催の芸術祭「科学と芸術の丘 
Matsudo International Science Art Festival」平成30年10月
20日，21日の二日間において，千葉大学松戸キャン
パス内の戸定ヶ丘ホール前の広場に竹のインスタ
レーションとして再現され，多くの来場者で賑わっ
た．インスタレーションの指導は三谷徹教授・章俊
華教授・霜田亮祐准教授で学生約10名が制作に協力
した．竹資材や植物資材の調達は，他のプロジェク
ト演習でも協働する福島県の種苗会社仲田種苗園様
からの協力をいただいた．この開催時期は「十三夜
の月」が眺めることができ，この芸術祭のテーマに
も沿った，日本や中国古来の天文学的ランドスケー
プである「月見」の舞台を現代的な解釈のもとでつ
くられた「向月台」でもある（図３）．
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千葉大学園芸学研究科からは，他に，「エディブル・
ガーデン」（主催：千葉大学園芸学部 木下勇教授研
究室・みどりの回廊ワーキンググループ）が松戸キャ
ンパス内に創られた．この活動は木下勇教授研究室
が進めている，見た目にも美しいエディブル・ラン
ドスケープ（食べられる景観）づくりである．JR松
戸駅から千葉大学松戸キャンパス周辺エリアがエ
ディブルウェイ（食べられる道）として，地域住民
の皆さんが育てるプランターが増えている．本イベ
ントでは，キャンパス内にエディブル・ガーデンを
つくって，活動内容をまとめたパネルなども展示し，
来場者に散策を楽しんでもらいながら，対話や学び
の場が提供された．また，アーティストの滝戸ドリ
タ＋佐々木有美の作品である「Bugʼs Beat」では園芸
学研究科野村昌史准教授研究室が昆虫の提供で協力
した．この作品は虫の足音を拡張し，指向性スピー
カーによってダイレクトに人の聴覚へ届かせ，また
虫が歩くたびに振動スピーカーによって，観賞用の
椅子が振動し，体感として音を感じさせる作品であ
る．視覚と音響によって，新しい感覚を呼び起こし，
価値観をもたらす，生命と音響の体験型作品でもあ
る★★★）．
　以上，今期の活動の多くがデザイン＆ビルドとい
う実際の場所づくりという実践的活動と国際交流を
掛け合わせたものであり，そこから派生的に生まれ
る地域交流や文理融合型の国際教育の成果も上がり
つつある点にも注目したい．
★）CCDC 2018 - Link the Landscape and People - HP：https://sites.google.
com/view/ccdc2018/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0?fbclid
=IwAR2fLE4sn8u9VaHPddugfPi-3ciA29WqmqtXibVaJupoqp8u0evBx
Dr1MEM
★★）The 1st BFU International Garden-making Festival, 2018　HP：
https://mp.weixin.qq.com/s/XJmYdu9oWdHUo0b_zBAsMw
★★★）科学と芸術の丘　Matsudo International Science Art Festival 
HP: http://science-art-matsudo.net/
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　This article introduces several international 
collaborations conducted between Chiba University 
and partnering universities. Some of the activities 
have received excellent evaluations internationally. 
The first is the cross-cultural design collaboration 
（CCDC） that was conducted in the Iwase district of 
Matsudo City with the participation of 35 students. 
The second is an installation displayed the first 
Beijing Forestry University （BFU） International 
Garden-making Festival, in which Chiba University 
students and double degree students from BFU 
participated. This installation was selected for the 
Outstanding Award. The same installation was built 
in Chiba University during the Matsudo International 
Science Art Festival. Some other activities include 
the “Edible Garden” and an art installation called 
“Bug’s Beat,” which were made possible with the 
support of professors from the Chiba University 
Graduate School of Horticulture. Many of these 
activities include design and build combined with 
international exchange, through which exchanges 
with local communities and opportunities for 
international education integrating arts and science 
disciplines are also made possible.
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図１　CCDC 2018（作成：寺田光成，Mariia Ermilova）
図２　 The 1st BFU International Garden-making Festival, 
2018　千葉大学生と北京林業大学ダブルディグ
リー学生らとの協働（北京林業大学　2018.９.22）
図３　 「科学と芸術の丘 Matsudo International Science Art 
Festival」における竹のインスタレーション（千葉
大学松戸キャンパス　2018.10.21）
